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「情報活用能力」

学習活動において必要に応じてコンピュータ等の情報手段を適切に用いて

 情報を得たり、情報 を整理・比較したり、得られた情報をわかりやすく発信・

 伝達したり、必要に応じて保存・共有したりといったことができる力であり、

 さらに、このような学習活動を遂行する上で必要となる情報手段の基本的な

 操作の習得や、プログラミング的思考、情報モラル、情報セキュリティ、統計

 等に関する資質・能力等も含むものである。

生成AI時代に必要となる力の基本は・・・

情報活用能力（情報モラルを含む） 

情報を上手に活用する力 ＋  リスクに対応する力



心配なトラブルは・・・？



【調査】 6,000人を対象としたトラブル頻度×深刻度のリスクマップ

リスクマップ（小学生） リスクマップ（中学生）

スマホやネットを使っ
て勉強や生活に大きな
影響が出ても自分では
やめられなかった

（12.2％）

発生頻度

深刻度 深刻度

メッセージのやりとり
で「死ね」「殺す」な
どの相手を強く傷つけ

る言葉を使った
（6.9％）

発生頻度

スマホやネットを使っ
ていて、家族から「使
いすぎ」と注意された

自分や友だちの住んで
いる場所が特定される
可能性がある写真や
動画を公開した

メッセージのやりと
りで「バカ」「キモ
い」などの相手を傷
つける言葉を使った

スマホやネットを使っ
て勉強や生活に大きな
影響が出ても自分では
やめられなかった

（33.8％）



① まずは保護者を巻き込んだ授業デザイン

－ 学校と家庭の指導の一体化

② 「使いすぎ」は，「背景」と「やりたいことの選択肢」

  － 「使いすぎるんじゃない！」と怒ってしまう前に

③ ルールづくりは，「理想」「ズレ」「やってしまうとき」

 － 理想がないままルールを作っても・・・

家庭と連携した情報モラル教育の３つのポイント

家庭と連携した情報モラル教育をどう進めるか
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保護者を巻き込んだ授業デザイン （GIGAワークブック）

保護者と子どもの感じ方や考え方のちがいを共有



9

保護者とともに端末を使う上での基礎的な内容を共有

教材⑲ 学習用タブレットの上手な使い方

保護者を巻き込んだ授業デザイン （情報モラル学習サイト）
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 自律とは

常に，自分の意思で判断しながら，行動する

自分の意志ではなく，他人の命令などによって行動する

 他律とは

いつまでも 「他律」 （怒られたからルールを守る） だけでよいのか？

「自律」 の力 （タイムマネジメントの力）をどのように高めていくか

ますます重要となるタイムマネジメント



子どもたちがなぜスマホやゲームを

「使いすぎてしまう」 のかを分析してみよう

考えてみよう

【重要な視点①】  「楽しい」から使いすぎてしまうのか？



タイムマネジメント（時間管理）で空いた時間，

「ヒマをつぶす」 だけでよいの？

「やること」だけでなく，「やりたいこと」 を考えておく。

「やりたいこと」 について，複数の選択肢を持てると効果的。

【重要な視点②】 空いた時間に何をするのか？
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ステップ②

行動 状況 感情

#選ぶ #自由に #のんびり

#体を動かす #友達と #ドキドキ

#見る/観る #家族 #わくわく

#聞く #自然 #しんみり

#考える #都会 #かわいい

#触れる #スポーツ #おしゃれ

#食べる #話題性 #きれい

#休む #好きな人と #すっきり

#つくる #地域 #おどろき

#話す #にぎやか #ふしぎ

「好き」を分解する

３つの #ハッシュタグ を選んでつけてみよう

サッカーをみる

例

# 見る

# ドキドキ

# 友達と

行動

状況

感情
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ステップ② 「好き」を分解する

「好き」と「好きの要素」を分けて考える

「好き」

「好きの要素」

サッカーをみる

例

# 見る

# ドキドキ

# 友達と

行動

状況

感情
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いつまでやっているの，はやくやめなさい！

子どもへの声かけも・・・

ゲームだけじゃなく，

楽しいことを一緒に探してみようよ！
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タイムマネジメント（時間管理）で空いた時間，

「ヒマをつぶす」 だけでよいの？

「やること」だけでなく，「やりたいこと」 を考えておく。

「やりたいこと」 について，複数の選択肢を持てると効果的。

【重要な視点②】 空いた時間に何をするのか？
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①「理想的な使い方／理想的な使わせ方」とは？

このように

使ってほしいな

このように

使っていきたいな

いきなりルールをつくるのではなく，

まずは 子ども・保護者の「理想の姿」を共有



①「理想的な使い方／理想的な使わせ方」とは？

どんな姿を目指すのか，どのように使いたいか



 学級・家庭のルールをつくりましょう

・ タブレットは大切に使う。

・ ネットで友達の悪口を書かない。

・ ネットで相手の嫌がることをしない。

・ 不適切な写真をアップしない。

・ タブレットを使いすぎない。
これは，ルールではなく

「スローガン」 に近い

②「ルール」をつくるという指導の何が問題？



 ルールの「曖昧さ」

・ タブレットは大切に使う。

・ ネットで友達の悪口を書かない。

・ ネットで相手の嫌なことをしない。

・ 不適切な写真をアップしない。

・ タブレットを使いすぎない。

この「あいまいさ」こそが，議論のチャンス。

 こうした議論を踏まえているかどうかが，

 ルールづくりのポイント。

ルールの中の「曖昧さ」を考える



家で使う／情報モラル（GIGAワークブック）



 ゲームは１日１時間まで

→ このルールは，守られるのでしょうか。

  ①ルールを破りそうになる時を考えて，

    ②ルールを守らせるための工夫を考えてみよう

③ 「ルールを守れないとき」は？



ゲームは１日１時間まで

→ このルールを守るための工夫

例）

   ・ 終わりの時間を宣言し，周りの大人に伝えておく。

   ・ 時計を見えるところに置いておく。

   ・ 友達に家庭のルールを伝えておく。（ルールの言い訳機能）

   ・ 終わりの時間の１０分前に音楽をかける。

   ・ １日１時間ではなく１７時～１８時にする。

③ 「ルールを守れないとき」は？
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